
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
六
日

焼
き
藷
が
ご
褒
美
と
な
る
庭
仕
事

三

刀

落
柿
舎
へ
辿
る
畦
道
草
も
み
ぢ

菜

　々　

山
容
の
現
れ
て
は
失
せ
る
早
霧
か
な

は
く
子

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
五
日

朝
練
の
声
は
ソ
プ
ラ
ノ
森
の
秋

も
と
こ

光
背
の
や
う
な
秋
日
や
高
野
山

な
つ
き

目
鼻
な
き
羅
漢
の
顔
へ
秋
日
影

隆

松

門
ご
と
に
名
入
り
提
灯
秋
祭

や
よ
い

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
四
日

秋
夕
焼
ジ
　ャ　
ン
グ
ル
ジ
ム
の
児
ら
包
む

た
か
子

ど
ん
ぐ
り
に
顔
描
き
並
ぶ
無
人
駅

智
恵
子

豊
年
を
謝
し
て
獅
子
舞
ふ
高
梯
子

や
よ
い

川
下
り
左
見
右
見
し
て
紅
葉
狩

せ
い
じ

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
三
日

勝
運
の
社
は
こ
こ
と
鵙
高
音

さ
つ
き

磊
磊
の
せ
せ
ら
ぎ
覆
ふ
渓
紅
葉

宏

虎

豊
の
田
の
一
画
に
立
つ
売
地
札

た
か
を

暮
れ
て
な
ほ
金
波
耀
く
稲
田
か
な

明
日
香

野
仏
に
秋
思
の
膝
を
折
り
に
け
り

菜

　々　

観
覧
車
い
ま
天
辺
や
鳥
渡
る

た
か
子

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
二
日

澄
む
秋
や
投
げ
銭
箱
に
鳴
る
小
銭

な
つ
き

ひ
た
ひ
た
と
潮
さ
す
渚
十
三
夜

三

刀

ア
ル
バ
ム
に
子
育
て
の
日
　々　
秋
灯
下

菜

　々　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
一
日

尖
塔
の
ク
ル
ス
に
か
か
る
明
け
の
月

せ
い
じ

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
〇
日

草
庵
の
相
聞
歌
碑
に
小
鳥
来
る

な
つ
き

園
丁
の
姉
さ
ん
被
り
菊
日
和

せ
い
じ

す
り
鉢
は
夫
が
押
さ
え
て
と
ろ
ろ
汁

菜

　々　

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
八
日
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